
◎大気汚染防止法の一部を改正する法律 
（平成一六年五月二六日法律第五六号）   

一、提案理由（平成一六年四月一三日・衆議院環境委員会） 

○小池国務大臣 ただいま議題となりました大気汚染防止法の一部を改正する法律案に

つきまして、その理由及び内容の概要を御説明申し上げます。 

 浮遊粒子状物質による大気の汚染については、工場等の固定発生源に対する規制に加

え、自動車排出ガスに対しても、累次の規制の強化、大都市地域における特別の排出基

準の設定、低公害車の普及促進等の施策を実施してきたところでありますが、大都市地

域を中心として全国で環境基準の達成率が低く、依然として厳しい状況にあります。 

 また、光化学オキシダントによる大気の汚染についても、工場等及び自動車に対して、

その原因物質の一つである窒素酸化物の排出規制の強化が行われてきたところでありま

すが、ここ数年は、約半数の都府県で光化学オキシダント注意報が発令され、その合計

日数は年間延べ二百日に及ぶなど、深刻な状況が継続しています。 

 このような状況を踏まえ、浮遊粒子状物質及び光化学オキシダントの原因物質の一つ

である揮発性有機化合物について、工場等の固定発生源からの排出規制措置等を講ずる

ため、本法律案を提出した次第であります。 

 次に、本法律案の概要を御説明申し上げます。 

 第一に、施策等の実施の指針について定めることであります。 

 揮発性有機化合物の排出及び飛散の抑制に関する施策その他の措置は、この法律によ

る排出規制と事業者が自主的に行う排出抑制のための取り組みとを適切に組み合わせて、

効果的な揮発性有機化合物の排出及び飛散の抑制を図ることを旨として実施されなけれ

ばならないことを定めております。 

 第二に、排出口における排出濃度規制の実施であります。 

 排出規制と事業者の自主的な取り組みを適切に組み合わせるという施策等の実施の指

針を踏まえ、揮発性有機化合物の排出量が多いためにその規制を行うことが特に必要で

ある施設を、揮発性有機化合物排出施設として指定します。揮発性有機化合物排出施設

については、その種類及び規模ごとに揮発性有機化合物の排出濃度基準を定め、当該施

設から揮発性有機化合物を大気中に排出する者に対して排出濃度基準の遵守を義務づけ

ることを規定します。また、排出濃度基準の遵守義務違反に係る改善命令等の制度をあ

わせて設けることとしております。 

 第三に、揮発性有機化合物排出施設の届け出等に係る各種規定の整備であります。 

 揮発性有機化合物の排出規制の実効性を確保するため、揮発性有機化合物排出施設の

設置等について都道府県知事に届け出なければならないこととします。また、届け出が

あった場合において当該施設が排出基準に適合しないと認めるときは、施設の構造、使

用等の変更等を命ずることができること等をあわせて規定しております。 

 以上のほか、事業者等に対する揮発性有機化合物の排出の抑制等に係る責務の規定、



改善命令等に違反した場合の罰則その他の規定の整備等を行うこととしております。 

 以上が、本法律案の提案の理由及びその内容の概要であります。 

 何とぞ、慎重に御審議の上、速やかに御賛同くださいますように心からお願いを申し

上げます。 

二、衆議院環境委員長報告（平成一六年四月二二日） 

○小沢鋭仁君 ただいま議題となりました法律案につきまして、環境委員会における審

査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、浮遊粒子状物質及びオキシダントによる大気汚染の現況にかんがみ、これら

の物質の生成の原因となる物質である揮発性有機化合物の排出等を抑制するための措置

を講じようとするものであり、その主な内容は、 

 揮発性有機化合物の排出及び飛散の抑制に関する施策等の措置は、排出規制と事業者

が自主的に行う取り組みとを適切に組み合わせて、効果的に実施されなければならない

こと、 

 排出量が多いために規制を行うことが特に必要である施設を指定し、排出濃度基準を

定め、その遵守を義務づけること、 

 排出施設の設置等について都道府県知事に届け出なければならないこと 

等であります。 

 本案は、四月五日本委員会に付託され、十三日小池環境大臣から提案理由の説明を聴

取した後、去る二十日質疑を行い、採決いたしました結果、本案は全会一致をもって原

案のとおり可決すべきものと議決した次第であります。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、参議院環境委員長報告（平成一六年五月一九日） 

○長谷川清君 ただいま議題となりました法律案につきまして、環境委員会における審

査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、浮遊粒子状物質及び光化学オキシダントによる大気汚染の現況にかんが

み、これらの原因物質の一つである揮発性有機化合物について、工場等の固定発生源か

らの排出規制措置等を講じようとするものであります。 

 委員会におきましては、揮発性有機化合物の排出規制による大気環境の改善効果、法

規制と自主的取組の組合せを採用した経緯とその進め方等について質疑が行われました

が、その詳細は会議録によって御承知願います。 

 質疑を終了し、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 


